
ありがとう 人も車も ゆずりあい
細田　成実

なるみ

（韮山南小）
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問合せ 安全対策課
電話０５５‐９４８‐１４１２

登下校時に下級生たちの安全に注意を払い、指導を
している小学校の上級生（５～６年生）の子どもたちの
ことを『交通安全リーダー』と言います。
今回は、韮山小学校で開催された『交通安全リーダー

と語る会』からリーダーの声を紹介します。

● 低学年がふざけないように注意する。
● 歩道やグリーンベルト
は一列に歩き、必ず横
断歩道を渡る。

● 止まってくれた運転手
さんにお礼を言う。

▲ 立ち木や塀などで見通しの悪い交差点やＴ字路
▲ 側溝のある道路
▲ 信号のない国道

■ 登下校するときに見
守ってほしい。

■ カーブミラーを見や
すく（汚れや向きな
ど）しておいてほし
い。また、いろんな
場所にカーブミラー
を増やしてほしい。

■ 車やバイクの運転手さんはスピードをださ
ないでほしい。

韮山小編

右の写真は国道１３６号原木交

差点です。昨年、下校時に小

学生が青信号で横断中、はね

られる事故がありました。渋

滞中に交差点内に入ってくる

車が横断歩道をふさいでしま

うことが多く見られます。

「
家
族
が
交
通

事
故
を
起
こ
し

た
」、「
会
社
の
お

金
を
横
領
し
た
」

な
ど
と
電
話
を
し

て
、
示
談
金
名
目

で
お
金
の
振
込
み

を
求
め
た
り
、

「
融
資
す
る
」
と

い
っ
て
保
証
金
名

目
で
多
額
の
振
込

み
を
求
め
た
り
、

あ
る
い
は
「
税
金

な
ど
の
還
付
金
が

あ
る
」
と
し
て
、

そ
の
手
続
費
用
名
目
で
振
り
込
み

を
求
め
る
な
ど
、『
振
り
込
め
詐

欺
』
の
手
口
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
し

か
も
年
々
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
に
よ
る
被
害
の

予
防
の
た
め
に
は
、

▼
家
族
内
で
合
言
葉
を
決
め
る

（
成
り
す
ま
し
を
見
破
る
）

▼
電
話
口
で
相
手
か
ら
言
わ
れ
た

こ
と
を
う
の
み
に
せ
ず
、
一
度

電
話
を
切
っ
て
冷
静
に
考
え
る

▼
他
の
家
族
に
相
談
す
る

な
ど
本
人
の
対
策
が
重
要
で
す
。

ま
た
国
で
も
、
今
年
の
六
月
に

は
、
い
わ
ゆ
る
『
振
り
込
め
詐
欺

救
済
法
』が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
、
被
害
に
遭
っ

た
場
合
、
金
融
機
関
、
警
察
、
弁

護
士
・
司
法
書
士
に
連
絡
す
る
こ

と
に
よ
り
、
振
込
先
の
口
座
を
凍

結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

そ
の
口
座
に
お
金
が
あ
る
場
合

は
、
被
害
者
に
対
し
て
一
定
の
金

額
を
分
配
す
る
仕
組
み
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

も
し
も
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
す
ぐ
に
、
金
融
機
関
な
ど

に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
！

問
合
せ
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振
り
込
め
詐
欺

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心
⑦

（
文
と
絵
）

司
法
書
士
　
山
田
茂
樹

明けましておめでとうございます。
輝かしい初日の出に、「今年こそ交通事故のない住

みよいまちを」と誓いました。昨年も全国で飲酒運転
による悲惨な事故が相次ぎました。深い悲しみに暮れ
る家庭を思うと心が痛みます。「飲んだら乗るな」と
心で唱えていても、「自分だけは…」と思う人がまだ
まだいるんですね。この落とし穴にはまらないよう、
いつも基本に忠実であることが大事です。
本年４月、会員定数の見直し、支部制の廃止等に

より３町合併後、交通指導員がやっと一つになりま
す。会員数が減っても今までと同様、交通安全活動
に率先して取り組みます。活動内容としては、『通学
路』の街頭指導を基本とし、各学校行事や社会福祉関
連行事、地域のイベント等における指導に力を入れ、
安全で安心なまちづくりに協力したいと思います。
皆さんも、交通指導員になりませんか。通学の子

どもたちと朝のあいさつをし、通勤のドライバーと
会釈を交わし、一日を気持ちよく始めることはとて
もすばらしいことです。
結びに、この一年の皆様の交通安全とご健勝をお

祈りし、新年のごあいさつとさせていただきます。

先
日
、
私
が
駐
車
し
て
い
た
と

き
、
バ
ッ
ク
し
て
き
た
車
と
接
触

し
、
車
が
破
損
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
運
転
し
て
い
た
若
者
は
、
同

乗
者
と
雑
談
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

＊
　
　
　
　
＊

「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」と
言
わ

れ
て
久
し
い
で
す
。
交
通
事
故
を

減
ら
す
た
め
に
は
い
ろ
い
ろ
手
だ

て
が
あ
り
ま
す
が
、
一
番
効
果
的

な
こ
と
は
家
庭
で
の
話
し
合
い
で

す
。
世
代
の
異
な
る
家
族
構
成
で

事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
予
防
策
な
ど

を
語
り
合
う
習
慣
を
つ
け
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
一
度
交
通
事
故

を
起
こ
し
て
し
ま
う
と
、
被
害
者

も
加
害
者
も
精
神
的
苦
痛
を
強
い

ら
れ
、
平
和
な
暮
ら
し
を
壊
す
原

因
に
も
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
　
　
　
　
＊

ま
た
最
近
、
高
齢
者
に
よ
る
交

通
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

家
族
の
あ
る
人
は
家
族
が
、
独
り

暮
ら
し
の
人
は
ご
近
所
や
周
り
の

方
が
気
を
配
り
、
ぜ
ひ「
い
た
わ
り

運
転
」を
心
が
け
て
、
伊
豆
の
国
市

の
事
故
防
止
に
つ
な
げ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

（
市
内
在
住
・
内
山
良
作
さ
ん

／
男
性
）

年頭のごあいさつ
伊豆の国市交通指導員会長　重田 努

19 18２００９．１．１いずのくに ２００９．１．１いずのくに

電話をうのみにせず、まずは誰かに相談しましょう！

江
間
川

え

ま

が
わ

は
狩
野
川
放
水
路
が
建

設
さ
れ
た
際
に
改
修
さ
れ
た
河
川

で
、
大
北
地
区
の
と
よ
橋
を
分
水

嶺
と
し
て
、
北
は
狩
野
川
、
南
は

狩
野
川
放
水
路
を
終
点
と
し
下
流

を
二
つ
持
つ
特
殊
な
河
川
で
す
。

江
間
川
の
延
長
は
二
・
八
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
昭
和
四
十
三
年
か

ら
平
成
二
年
ま
で
の
間
に
、
総
延

長
約
一
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
改

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
江
間
地
域
の
低
い
地

形
や
、
狩
野
川
本
川
の
水
位
上
昇

に
よ
る
内
水
、
畑
田
川

は
た
け
だ
が
わ

の
流
下
能

力
不
足
等
に
よ
り
、
上
の
写
真
の

よ
う
な
田
畑
の
冠
水
が
起
こ
り
ま

す
。
今
の
と
こ
ろ
、
家
屋
の
床
上

浸
水
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

作
物
等
の
被
害
軽
減
の
た
め
、
一

時
貯
留
施

　
ち
ょ
り
ゅ
う
　

設
、
駐
車
場
や
歩
道
の

透
水
化
、
個
人
や
民
間
の
開
発
指

導
、
水
路
の
浚
渫

し
ゅ
ん
せ
つ

等
の
定
期
的

管
理
な
ど
と
共
に
ソ
フ
ト
対
策
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

二
月
号
（
最
終
回
）
で
は
、
水

害
が
予
想
さ
れ
る
と
き
に
、
皆
さ

ん
が
自
分
で
で
き
る
対
応
・
対
策

を
紹
介
し
ま
す
。

江間川
え ま がわ

流域

狩野川中流域豪雨災害アクションプランの問合せ
■建設課　電話０５５‐９４８‐２９０８
■県沼津土木事務所ホームページ
http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-830/
jigyo/kasen/kasen53.html

江間川流域図 江
間
川
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

江間地域は地形が低く、河川の流下能力が不足
しているため、降雨時に冠水が起きやすい


